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I はじめに
北陸地域のエネルギー需給の全体像を把握し，地域のエネルギー問題を分析するために，その基
礎データとなる北陸地域の昭和54年度のエネルギーバランス表を作成してみた。エネルギーバラン
ス表とは，あるシステム（国，地域，工場など）において各種のエネルギーがどのくらい投入（あ
るいは輸入，移入）または生産され，より高次のエネルギーに転換され，いろいろな用途に消費さ
れ，ロスとして失なわれ，そしてそれから排出（あるいは輸出，移出）されるかというエネルギー
収支を一つの表にしたものである。
エネルギーバランス表は，エネルギーを電力，石油，石炭，……というように個別に考えるので
はなしそれらを総合的に考えることを可能にする。そして，エネルギーバランス表は実際のエネ
ルギー需給を把握する際に役立つと共に，エネルギーの需給予測においても利用されることができ
る。というのは将来の最終エネルギー需要が予測されると，エネルギーバランス表の流れを逆にたど
って必要とされる一次エネルギー供給量を計算することができるからである。また，代替エネルギ
ーを利用する場合どのくらいの量が必要かといつようなこともエネルギーバランス表を用いて計算
することができる。
I 北陸地域のエネルギーバランス表
1 .エネルギーバランス表の作成方法
エネルギーバランス表を作成するために，まず各種のエネルギーをもとの物理的単位（例えば電
表－ 1 エネルギー換算表
エネルギー 単位 平均発熱量 エネルギー 単位 平均（K発ca熱l） 量(Kcal) 
電 力 kWh 2,450 天然ガス ロ1• 8,500 
石 油 都市方、ス 百1• 10,000 
原 油 ι 9,400 薪 層干責m• 1,540×103 
ガソリン，ナフサ .e 8,600 木 9ミ kg 7,000 
灯油，ジェット油 .e 8,900 
軽 油 .e 9,200 煉豆炭 kg 6,000 
重 1由 .e 9,900 石 灰 kg 6,200 
L p G kg 12,000 
精 製 カ、 ス ロ1• 20,000 コークス kg 6,800 
その他石油製品 .e 9,400 オカ、、ライト kg 4,750 
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表－2 昭和54年度北陸地域のエネルギーバランス表（実数） その 1
供
エネルギ一種別 単 位 一次エネルギー供給
純移入 生 産 計 石油精製分
電 力 104kWh 3,440,849 3,440,849 
7]( 力 104kWh 1,191,574 1,191,574 
火 力 104kWh 
原 子 力 104kWh 2,249,275 2,249,275 
電力（除自家用火力） 104kWh 3,440,849 3,440,849 
石 炭 10 t 1,320 1,320 
煉豆炭 10 t 215 215 
コークス 10 t 12,430 12,430 
石 1由
原 1由 lOkQ 374,843 374,843 ム282,070
精製力、ス 重油換算lOkQ 1,340 
カ、、ソ ン lOkQ 105,246 105,246 
ナ フ サ lOkQ 42,230 
ジェット燃料 lOkQ 6,846 6,846 
士丁 油 lOkQ 44,236 44,236 30,391 
軽 油 lOkQ 61,932 61,932 6,237 
重 油 lOkQ 166,288 166,288 199,549 
その他石油製品 lOkQ 16,761 16,761 
L p G 10 t 27,891 27,891 680 
天然ガス 104 m• 76 76 
都市方、ス 10冗
Kcal 
木 灰 10 t 189 189 
薪 10層積m' 122 232 354 
オカ、、ライト 10 t 278 278 
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車合
二次エネルギ一転換および加工用 最終エネルギ
修正計 電 力 都市ガス 煉豆炭 言十 一供給合計
3,440,849 1,172,679 1,172,679 4,613,528 
1,191,574 1,191,574 
1,172,679 1, 172,679 1,172,679 
2,249,275 2,249,275 
3,440,849 1,082,600 1,082,600 4,523,449 
1,320 ム523 ム523 798 
215 594 594 809 
12,430 12,430 
92,773 ム92,773 ム92,773
1,340 1,340 
105,246 105,246 
42,230 ム7,767 ム3,429 ム11,196 31,034 
6,846 6,846 
74,628 74,628 
68' 169 ム263 ム263 67,906 
365,837 ム160,448 ム160,448 205,389 
16,761 16,761 
28,571 ム3,315 ム3,315 25,256 
76 ム76 ム76
6,035 6,035 6,035 
189 189 
354 354 
278 278 
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表－2 昭和54年度北陸地域のエネルギーバランス表（実数） その 2
最 終
エネルギ一種別 単 位 民生・その他
産業部門 運輸部門
部 p~ 
電 力 104kWh 1,432,617 32,649 439,522 
水 力 104kWh 
火 力 104kWh 
原 子 力 104kWh 
電力（除自家用火力） 104kWh 1,344,413 32,649 439,516 
石 炭 10 t 710 88 
煉豆炭 10 t 809 
コークス 10 t 12,430 
石 油
原 油 lOkt 
精製ガス 重油換算lOk.e 1,340 
カ、、ソ ン lOkt 105,246 
ナ フ サ lOk.e 
ジェット燃料 lOk.e 6,846 
灯 1由 lOkt 14,836 1,129 58,663 
軽 油 lOkt 15,279 38,971 13,656 
重 油 lOkt 175,675 1,810 27,903 
その他石油製品 lOkt 
L p G 10 t 5,799 2,294 17,163 
天然ガス 104 m• 
都市カ、、ス 104% 131 5,661 
Kcal 
木 炭 10 t 105 
薪 10層積m• 354 
オガライト 10 t 278 
需百十
1,904,788 
1,816,578 
798 
809 
12,430 
1,340 
105,246 
6,846 
74,628 
67,906 
205,389 
25,256 
5,792 
105 
354 
278 
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要
非エネルギー
高直 移 出
需 要
メロ入 計
1,904,788 2,577' 071 
1,816,578 2,577,071 
798 
809 
12,430 
1,340 
105,246 
16,603 16,603 14,431 
6,846 
74,628 
67,906 
205,389 
16,761 16,761 
25,256 
5,792 
105 84 
354 
278 
過 欠 斤
131,669 
129,799 
243 
iー
Fhd 
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表－3 昭和54年度北陸地域のエネルギーバランス表（熱量換算） その 1
供
エネルギ一種別 一次エネルギー供給
純移入 生 産 計 石油精製分 修正計
電 力 843,008 843,008 843,008 
JK 力 291,936 291,936 291,936 
火 力
原 子 力 551,072 551,072 551,072 
電力（除自家用火力） 843,008 8.43,008 843,008 
石 灰 819 819 819 
煉豆炭 129 129 129 
コークス 8,452 8,452 8,452 
石 ？由 759,153 759,153 268,800 762,808 
原 t由 352,352 352,352 ム265,145 87,207 
精製方、ス 1,327 1,327 
カ、、ソ ン 90,512 90,512 90,512 
ナ フ サ 36,318 36,318 
ジェット燃料 6,093 6,093 6,093 
灯 1由 39,370 39,370 27,048 66,418 
軽 t由 56,977 56,977 5,738 62,715 
重 t由 164,625 164,625 197,553 362,178 
その他石油製品 15,755 15,755 15,755 
L p G 33,469 33,469 816 34,285 
石油（除Lp G) 725,684 725,684 
267,984 
728,524 
天然力、ス 65 65 65 
都市カ、、ス
木 灰 132 132 132 
薪 19 36 55 55 
オカ、、ライト 132 132 132 
ムロ、 百十 768,572 843,373 1,611, 945 268,800 1,615,600 
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（単位： 108Kcal)
給
二次エネルギ一転換および加工用 最終エネルギ
電 力 都市カ、、ス 煉豆炭 言十
一供給合計
287,306 287,306 1,130,314 
291,936 
287,306 287,306 287,306 
551,072 
265,237 265,237 1,108,245 
ム324 ム324 495 
356 356 485 
8,452 
ム252,972 ム6,927 ム259,899 502,909 
ム87,207 ム87,207
1,327 
90,512 
ム6,680 ム2,949 ム9,629 26,689 
6,093 
66,418 
ム242 ム242 62,474 
ム158,844 ム158,844 203,335 
15,755 
ム3,978 ム3,978 30,307 
ム252,972 ム2,949 ム255,921 472,602 
ム65 ム65
6,035 6,035 6,035 
132 
55 
132 
ム6,992 ム324 1,626,940 265,237 6,035 356 271,628 
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表－3 昭和54年度北陸地域のエネルギーバランス表（熱量換算）その 2 （単位： 108Kcal)
最 終 需 要
エネルギ一種別 民生・そ 非エネル
純移出 過欠斤
産業部門 運輸部門
の他部門
計
ギー需要
合計
電 力 350,991 7,999 107,683 466,673 466,673 631,383 32,259 
水 力
火 力
原 子 力
電力（除自家用火力） 329,381 7,999 107,682 445,062 445,062 631,383 31,801 
石 炭 440 54 495 495 
煉豆炭 485 485 485 
コークス 8,452 8,452 8,452 
石 油 209,465 138,007 112,993 460,465 30,033 490,498 12 '411 
原 t由
精製力、ス 1,327 1,327 1,327 
jf ソ ン 90,512 90,512 90,512 
ナ フ サ 14,278 14,278 12 '411 
ジェット燃料 6,093 6,093 6,093 
灯 油 13,204 1,005 52,210 66,418 66,418 
軽 油 14,057 35,853 12,563 62,474 62,474 
重 t由 173,918 1,792 27,624 203,335 203,335 
その他石油製品 15,755 15,755 
L p G 6,959 2,753 20,595 30,307 30,307 ， 
石油（除Lp G) 202,506 135,255 92,398 430,158 30,033 460,191 12 '411 
天然ガス
都市カ、、ス 131 5,661 5,792 5,792 243 
木 灰 73 73 73 59 
薪 55 55 55 
オガライト 132 132 132 
メ口入 計 547,870 146,006 227,135 921,011 30,033 951,044 643,852 32,044 
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力はkWh，石油は Q）で表し，次にそれらを熱量単位に換算することにより，共通の単位で表すこ
とができる。そして熱量単位の中にはカロリー，ジュール，石油換算，石炭換算，電力換算等があ
るけれども，ここではカロリーを用いる。そこで用いられるエネルギー換算率は表－1に示されて
おり，主要な部分は総合エネルギ一統計〔1〕で使用されているものである。
ここで特に注意すべきことは電力の換算値としてインプットベースの2,450Kcal/kWhを採用し
ていることである。これは，水力や原子力の場合でも，もしその電力を火力発電所で発電するなら
ばどのくらいの燃料を投入する必要があるかということを表している。また，化石燃料は燃焼する
と燃料中の水素が水蒸気か水となるけれども，この換算率では凝縮して水となった場合の総発熱量
を用いている。
次に，このエネルギーバランス表におけるエネルギ一種類，部門分類，配列の仕方などは総合エ
ネルギ一統計の方法に準拠しているが，総合エネルギ一統計との主要な相違点は次のようなもので
ある。
① 輸入と輸出の代わりに純移入と純移出の項がある。
ここでは国の中の一つの地域を取り扱っているので，当該地域と他地域の聞のエネルギーの取引
は移入及ぴ移出として扱われる。そして輸入と輸出は移入と移出の中に含まれている。また，移入
と移出が共に存在する場合には，それらを相殺して残差を純移入あるいは純移出として計上している。
② 繰入在庫や繰越在庫の項が無い。
いくつかのエネルギーについて在庫に関するデータを得ることが困難で、あったので，繰入在庫や
繰越在庫の項を除外し，その代わりに在庫変動分を純移入あるいは純移出の中に含めている。
③ 最終需要部門を産業，運輸，民生その他，非エネルギーの4つに分類している。
そのため，産業部門は鉱工業，エネルギー，農林水産の各部門を含む。また，総合エネルギ一統
計では建設業が「民生その他部門」に入っているけれども，ここでは「産業部門」に入っている。
2.北陸地域のエネルギーバランス表
これらの枠組に従って北陸地域の昭和54年度のエネルギーバランス表を実数で表したものが表－
2であり，熱量換算で表したものが表－3である。
ここで，個々の項目の数値の和や差と計の欄の数値が一致しない場合があるのは四捨五入による
誤差が生じたためである。また，最終エネルギー供給が一次エネルギー供給より多くなっているの
は，石油精製や火力発電等のエネルギ一転換において総合エネルギ一統計のエネルギー換算率が現実の値
を反映していないためか，転換において他のエネルギーが添加されているのにそれが計算に入って
いないためと考えられる〔3〕。そして一次エネルギー供給と最終エネルギー需要とのエネルギー量
の差は，消費されるエネルギーが供給されたエネルギーより減少していることを示し，転換や輸送
等の際のロスと考えられる。
エネルギーバランス表の推計方法，その際の注意，使用資料名等は後述される。
I 北陸地域におけるエネルギーの現状
これより，作成された北陸地域のエネルギーバランス表に基づいて，北陸のエネルギーの現状を
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見てみることにする。
1 .エネルギー需要の現状
昭和54年度の北陸地域における最終エネルギー需要は約95.1兆Kcal（石油換算約10.1百万kQ）で，
全国の約2.44%を占めていた。同年度の北陸3県の域内総生産（総支出）が名目で5.58兆円なので，
北陸のエネルギー消費原単位（最終エネルギー需要／域内総生産）は17.OKcal I円である。これは全
表－4 北陸地域の最終エネルギー需要（昭和54年度）
種 5Jlj 単位 実 数
熱量換算
比（%率） 全る比国率にお（%け） ( 109Kcal) 
電 力（含共同） 105kWh 181,658 44,506 46.80 31.28 
石 炭 102 t 80 49 0.05 0.91 
コ 一 ク ス 102 t 1,243 845 0.89 5.77 
コークス炉方、ス 105m3 。 。 0.00 3 .16 高 炉 ガ ス
精 製 カ、 ス 重1油02換kQ算 134 133 0.14 4.36 
'/f ソ ン 102kQ 10,525 9,051 9.52 7.61 
石
ナ フ サ 102kQ 1,660 1,428 1.50 6.45 
t由
ジェット燃料 102kQ 685 609 0.64 0.65 
製 灯 1由 102kQ 7,463 6,642 6.98 5.59 
ロJ:lロ 軽 t由 102kQ 6,791 6,247 6.57 5.09 
重 油 102kQ 20,539 20,333 21.38 20.67 
そ グ〉 他製 グ〉 102kQ 1,676 1,576 1.66 1.81 石 油 ロロ
計 46,019 48.39 52.23 
L p G 102 t 2,526 3,031 3.19 3.78 
天 然 カ、 ス 105m3 。 。 0.00 0.31 
L N G 102 t 。 。 0.00 0.07 
者E 市 ガ ス 湾♀al 579 579 0.61 2.35 
煉 旦 炭 102 t 81 49 0.05 0.08 
木 炭 102 t 10 7 0.01 0.01 
薪 102層干責ms 35 5 0.01 0.05 
オ ガラ イ 102 t 28 13 0.01 0.00 
計 95' 104 100.00 100.00 
資料：全国の統計は資源エネルギー庁「総合エネルギ一統計」より。
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国平均の17.5Kcal I円よりわずかに低く，北陸は全国平均よりほんのわずかにエネルギー少消費型に
なっている。
(1) エネルギ一種類別需要
ここで，エネルギ一種別毎の最終エネルギー需要を見てみる（表－4）。石油製品の約48.4%( L 
p Gを含めるならば約51.6%）と電力の約46.8%が圧倒的部分を占めていた。これを全国平均と比
較すると，電力の割合が格段に高く，石油製品の割合は低くなっている。また，石油製品の中では，
石油精製所や石油化学工場が少ないため，精製カ、、スとナフサの需要がずっと少なくなっている。更
に，石炭，コークス，都市方、スも全国平均に比べてかなり少なしコークス炉カ、、ス，高炉yゲス，天然
ガス， LN Gの最終消費は見られない。このように，北陸では大規模な工場が少ないこともあり，
エネルギーの消費形態が非常に限られている。しかし，このことは，各種のエネルギーが持つ特性
に応じて適材適所に利用していないことを意味しており，もっとエネルギー源の種類を増やして，
消費形態を多様化する必要がある。
(2) 用途別エネルギー需要
北陸地域の最終エネルギー需要を用途別に見ると，産業用が54.8兆Kcalで57.6%と最も多く，次
表－5 用途別最終エネルギー需要（昭和54年度） （単位：%）
種 別 産業用 運輸用 民生その他用 非需エネル要ギー ムロ、 計
電 力 北陸 74.0 1.8 24.2 
。 100 
（含共同） 全国 62.8 2.8 34.4 。 100 
石 灰 北陸 99.4 
。 0.6 。 100 
コークス 全国 98.3 。 1.7 。 100 
石 1由 北陸 44.0 29 .4 20.l 6.5 100 
（除Lp G) 全国 43.3 25.2 15.6 15.9 100 
北陸 23.0 9.1 67.9 。 100 
L p G 
全国 27.8 14.2 45.4 12.7 100 
北陸 2.3 。 97.7 。 100 
都市方、ス
全国 17.7 。 82.3 。 100 
煉豆炭 北陸 。 。 100 。 100 
木 炭
薪
オカ、、ライト 全国 。 。 100 。 100 
北陸 57.6 15.3 23.9 3.2 100 
言十
全国 53.6 14.6 22.8 9.0 100 
資料：全国の統計は資源エネルギー庁「総合エネルギ一統計Jによる。
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いで民生用が22.7兆Kcalで23.9%，運輸用が14.6兆Kcalで15.3%，非エネルギー需要が3.0兆Kcal
で3.2%であった。用途別内訳を全国平均と比較すると表－ 5のようになっている。全国平均と比べ
て，産業用はかなり多く，民生用がわずかに多く，非エネルギー需要がずっと少なくなっている。
非エネルギー需要が少ないのは，石油化学工場が少ないためである。
次に，用途別需要をエネルギ一種類毎に見てみる。電力においては，北陸に電力多消費型の産業
が多いため，全国平均と比べて産業用の比率がかなり高く，民生用がかなり低くなっている。石油
では全国平均より運輸用及び民生用の比率が高く，非エネルギー需要がずっと少ない。また， Lp Gで
は民生用がかなり多く，産業用，運輸用が少なく，他地域で見られる非エネルギー需要は見られない。
都市力、スでは民生用が圧倒的割合を占めており，他地域で用いられている産業用はほとんどない。
2. エネルギー供給の現状
昭和54年度の北陸地域におけるエネルギーの総供給は，約161.2兆Kcal（石油換算で約17.1百万kQ)
で，全国の約3.94%を占めていた。この中から主に電力として他地域に移出された約64.4兆Kcal
（石油換算で約6.8百万kQ）を除くならば，一次エネルギーの純供給は，約96.8兆Kcal（石油換算で約
10.3百万kQ）て1全国の約2.37%を占めていた。
(1) エネルギ一種類別供給
一次エネルギーを移出分を含む総供給で見ると，原子力が全体の34.2%，水力が18.1%で，それ
ぞれ全国平均より圧倒的に多くなっている（表－ 6）。そのため， Lp Gを含んだ石油依存度は約47.1
表－6 北陸地域における一次エネルギー供給（昭和54年度）
給、 供 給 高竜 供 給 全国にお
種 5jlJ 単位
（熱10量9K，換ca算1 ) （熱10量gK換c算al) 
ける比率
実数 比率（%） 実数 比率（%） （%） 
水 力 105kWh 119' 157 29' 194 18.11 70,268 17,216 17.78 5.1 
原子力 105kWh 224,927 55' 107 34.19 14,667 3,593 3.71 4.2 
石 炭
（；~込·~~） 102 t 1,397 940 0.58 1,396 940 0.97 14.0 
石 t由 102kQ, 77,615 72,568 45.02 76,549 71,68 i2) 74.04 66.6 
L p G 102 t 2,789 3,347 2.08 2,789 3,347 3.46 4.5 
天然ガス 105m3 8 6 0.00 8 6 0.01 0.6 
L N G 102 t 。 。 0.00 。 。 0.00 4.9 
木 灰 102 t 19 13 0.01 10 7 0.01 0.0 
薪 102層積ma 35 5 0.00 35 5 0.01 0.1 
オカ、、ライト 102 t 28 13 0.01 28 13 0.01 0.0 
計 161, 194 100.00 96,809 100.00 100.0 
資料：全国の資料は資源エネルギー庁「総合エネルギ一統計Jより。
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%で非常に低くなっている。次に，移出分を除いた純供給で見ると，移出の割合が高いため様子が
一変している。水力は17.8%でまだ高い比率を保っているものの，原子力は3.7%で全国平均より少
なくなっている。そして，石炭， LN Gなと守の石油代替エネルギーが全国平均よりはるかに少ない
ため， LP Gを含めた石油依存度は約77.5%と全国平均の71.1%よりずっと高く，北陸地域は非常
に脆弱なエネルギー供給構造を持っていることがわかる。
最終エネルギー需要において石油の比率が北陸では全国平均より低くなっていたのに対して，一
次エネルギーの純供給において高くなっているのは，北陸においてはより多くの石油製品が発電用
燃料として使用されているためである。
(2) エネルギ一種類別移出入量
昭和54年度に他地域から北陸地域へ移入された，あるいは北陸から他地域へ移出されたエネルギー
量は表－7のようになっている。これより，
表一7 北陸におけるエネルギーの移出入量（昭和54年度）
移 入
種 l]j 実 数 熱（10量9K換cal算） 比 率（%）
原 t由 37,484 35,235 45.8 
石 ガソリン 10,525 9,051 11.8 
ジェット燃料 685 609 0.8 
灯 t由 4,424 3,937 5.1 
t由 軽 j由 6, 193 5,698 7.4 
102kQ 重そ の f製也 油の
16,629 16,463 21.4 
、＿，
石小油 計品
1,676 1,575 2.0 
72,568 94.4 
L p G (102t) 2,789 3,347 4.4 
石 炭 (102t ) 132 82 0.1 
コークス（102 t ) 1,243 845 1.1 
煉豆炭（102 t ) 21 13 0.0 
薪 ( 102層積肘） 12 2 0.0 
ウ フ ン 若干
計 76,857 100.0 
移 出
種 l]j 実 数 熱（10量9K換cal算） 比 率（%）
電 力（105kWh) 257,707 63, 138 98.1 
ナ フサ（102k.e) 1,443 1,241 1.9 
木 炭（102 t ) 8 6 0.0 
計 64,385 100.0 
-60- 北陸地域のエネルギーバランス表
表－8 昭和54年度富山県のエネルギーバランス表（実数） その 1
供
エネルギ一種別 単 位 一次エネルギー供給
純移入 生 産 計 石油精製分
電 力 104kWh 900,570 900,570 
水 力 104kWh 900,570 900,570 
火 力 104kWh 
原 子 力 104kWh 
電力（除自家用火力） 104kWh 900,570 900,570 
石 炭 10 t 625 625 
煉豆炭 10 t 181 181 
コークス 10 t 12,400 12,400 
石 油
原 t由 lOkQ 364,870 364,870 ム282,069
精製ガス 重油換算lOkQ 1,340 
ヌゲ ソ ン lOkQ 36,559 36,559 
ナ フ サ lOkQ 42,230 
ジェット燃料 lOkQ 855 855 
灯 t由 lOkQ 2,873 2,873 30,391 
軽 油 lOkQ 20,528 20,528 6,237 
重 t由 lOkQ 199,549 
その他石油製品 lOkQ 5,513 5,513 
L p G 10 t 9,360 9,360 680 
天然ガス 104m3 76 76 
都市方、ス 104た
Kcal 
木 炭 10 t 20 17 37 
薪 10層積ma 99 27 126 
オカ。ライト 10 t 222 222 
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車合
二次エネルギ一転換および加工用 最終エネルギ
修正計 電 力 都市ガス 煉豆炭 計
一供給合計
900,570 779,503 779,503 1,680,073 
900,570 900,570 
779,503 779,503 779,503 
900,570 705,799 705,799 1,606,369 
625 ム94 ム94 531 
181 107 107 287 
12,400 12,400 
82,801 ム82,801 ム82,801
1,340 1,340 
36,559 36,559 
42,230 ム7,767 ム1,069 ム8,836 33,394 
855 855 
33,264 33,264 
26,765 ム191 ム191 26,574 
199,549 ム81,215 ム81,215 118,334 
5,513 5,513 
10,040 ム1,192 ム1,192 8,848 
76 ム76 ム76
2, 140 2,140 2, 140 
37 37 
126 126 
222 222 
?
?
?
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表－8 昭和54年度富山県のエネルギーバランス表（実数） その 2
最 終
エネルギ一種別 単 位 民生・その他
産業部門 運輸部門
部 門
電 力 104kWh 905,771 12,121 146,290 
水 力 104kWh 
火 力 104kWh 
原 子 力 104kWh 
電力（除自家用火力） 104kWh 832,067 12,121 146,290 
石 炭 10 t 500 31 
煉豆炭 10 t 287 
コークス 10 t 12,400 
石 1由
原 油 lOkQ 
精製方、ス 重油換算lOkQ 1,340 
カ、、ソ ン lOkQ 36,559 
ナ フ サ lOkQ 
ジェット燃料 lOkQ 855 
灯 1由 lOkQ 9,057 233 23,974 
軽 油 lOkQ 6,496 15,533 4,545 
重 1由 lOkQ 77,626 859 7,483 
その他石油製品 lOkQ 
L p G 10 t 1,975 680 6,193 
天然ガス 104m3 
都市力、ス 川% 91 1,978 
Kcal 
木 I天 10 t 37 
薪 10層積m3 126 
オガライト 10 t 222 
需計
1,064,182 
990,478 
531 
287 
12,400 
1,340 
36,559 
855 
33,264 
26,574 
85,968 
8,848 
2,069 
37 
126 
222 
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非エネルギー 品も
移 出
需 要
ム口、 言十
1,064,182 542,329 
990,478 542,329 
531 
287 
12,400 
1,340 
36,559 
16,603 16,603 16,791 
855 
33,264 
26,574 
85,968 32,366 
5,513 5,513 
8,848 
2,069 
37 
126 
222 
過 欠 斤
73,562 
73,562 
71 
っοにU
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表－9 昭和54年度富山県のエネルギーバランス表（熱量換算） その 1
供
エネルギ一種別 一次エネルギー供給
純移入 生 産 計 石油精製分 修正計
電 力 220,640 220,640 220,640 
J｝く 力 220,640 220,640 220,640 
火 力
原 子 力
電力（除自家用火力） 220,640 220,640 220,640 
石 灰 387 387 387 
煉豆炭 108 108 108 
コークス 8,432 8,432 8,432 
石 油 413,037 413,037 268,800 416,692 
原、 油 342,978 342,978 ム265,145 77,833 
精製ガス 1,327 1,327 
カ、、ソ ン 31,441 31,441 31,441 
ナ フ サ 36,318 36,318 
ジェット燃料 761 761 761 
灯 t由 2,557 2,557 27,048 29,605 
軽 t由 18,886 18,886 5,738 24,624 
重 油 197,553 197,553 
その他石油製品 5, 183 5, 183 5, 183 
L p G 11,232 11, 232 816 12,048 
石油（除Lp G) 401,805 401,805 
267,984 
404,644 
天然方、ス 65 65 65 
都市方、ス
木 1天 14 12 26 26 
薪 15 4 19 19 
オカ、、ライト 106 106 106 
ム口、 計 421,994 220,826 642,820 268,800 646,475 
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（単位： 108Kcal)
車合
二次エネルギ一転換および加工用 最終エネルギ
電 力 都市カ、、ス 煉豆炭 計 一供給合計
190,978 190,978 411,618 
220,640 
190,978 190,978 190,978 
172,921 172,921 393,560 
ム58 ム58 329 
64 64 172 
8,432 
ム165,091 ム2,350 ム167,442 249,250 
ム77,833 ム77,833
1,327 
31,441 
ム6,680 ム920 ム7,599 28,719 
761 
29,605 
ム176 ム176 24,448 
ム80,403 ム80,403 117' 150 
5,183 
ム1,431 ム1,431 10,617 
ム165,091 ム919 ム166,011 238,633 
ム65 ム65
2,140 2,140 2,140 
26 
19 
106 
ム2,416 ム58 654,035 172,921 2, 140 64 175,125 
? ??
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表－9 昭和54年度富山県のエネルギーバランス表（熱量換算）その 2 （単位： 108Kcal)
最 終 需 要
エネルギ一種別 民生・そ 非エネル 純移出 過欠斤
産業部門 運輸部門
の他部門
言十
ギー需要
合計
電 力 221,914 2,970 35,841 260,725 260,725 132,871 18,022 
水 力
火 力
原 子 力
電力（除自家用火力） 203,857 2,970 35,841 242,667 242,667 132,871 18,022 
石 灰 310 19 329 329 
煉豆炭 172 172 172 
コークス 8,432 8,432 8,432 
石 油 94,585 48,365 40,357 183,307 19,461 202,768 46,482 
原 t由
精製方、ス 1,327 1,327 1,327 
7f ソ ン 31,441 31,441 31,441 
ナ フ サ 14,278 14,278 14 ,441 
ジェット燃料 761 761 761 
灯 t由 8,061 207 21,337 29,605 29,605 
軽 t由 5,977 14,290 4,181 24,448 24,448 
重 t由 76,850 850 7,408 85, 108 85, 108 32,042 
その他石油製品 5, 183 5,183 
L p G 2,370 816 7,431 10' 617 10,617 
石油（除Lp G) 92,215 47,549 32,926 172,690 19,461 192,151 46,482 
天然カ、、ス
都市カ、、ス 91 1,978 2,069 2,069 71 
木 炭 26 26 26 
薪 19 19 19 
オガライト 106 106 106 
ム口、 計 307,274 51,335 78,519 437' 128 19,461 456,588 179,353 18,094 
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北陸地域のエネルギー自給率
生産量
移入量一移出量＋生産量
は87.1%で，全国の13.7%と比べて極めて高くなっている。
北陸へ移入されたエネルギー量は約76.9~凶三cal （石油換算8.2百万kQ）てコその内訳は原油が45.8
%で最も多く，次いで重油21.4%，カやソリン11.8%，軽油7.4%，灯油5.1%, LP G4.4%，その他
の石油製品2.0%，コークス1.1%などであった。移入されたエネルギーの石油依存度は94.4%で，
LP Gを含めるならば98.8%となり，ほとんどが石油系エネルギーで占められている。
それに対して，北陸から移出されたエネルギー量は約64.4兆Kcal（石油換算6.8百万kQ）で，その
内訳を見ると，水力，原子力による電力が98.1%を占め，わずかな残りがナフサの1.9%であった。このこと
は移出されたエネルギーのほとんどが非石油系であることを意味する。これらのことから北陸地域
は水力，原子力による電力を他地域に移出することにより，他地域ひいては日本のエネルギー供給，
特に脱石油に貢献していることがわかる。しかし，その反面，北陸地域は移入するエネルギーのほ
とんどが石油系であるため，全国平均より石油依存度が高く，脆弱なエネルギー供給構造を持って
いる。
N 富山県のエネルギーバランス表とエネルギーの現状
富山県の昭和54年度のエネルギーバランス表を実数で表したものが表－8であり，熱量換算で表
したものが表－9である これらに基づいて富山県のエネルギーの現状を見てみる。
1 .エネルギー需要の現状
富山県の最終エネルギー需要は昭和54年度に約45.7兆Kcal（石油換算約486万kQ）であり，全国の
約1.17%を占めていた。同年度の富山県の県内総生産が2.10兆円なので1富山県のエネルギー消費原
単位は21.7Kcal I円である。これは全国平均の17.5Kcal I円よりかなり高く，富山県はエネルギー多
消費型の経済構造になっている。
最終エネルギー需要をエネルギ一種類別用途別に示したものが表ー10である。種類別に見ると，
電力が53.1%と最も多く，次いで石油が42.1%，それ以外が4.8%で、あった。電力は全国平均の31.3%
よりはるかに高く，電力の大消費県であることを示している。ちなみに， 1人当たりの電力消費量
において富山県は全国一となっている。そのため消費形態としての石油の比率は全国平均の52.2%
よりかなり低く，またそれ以外の最終エネルギーの比率も低くなっている。特に，石炭・コークス・
石炭系ガス及び都市方、スが少ない。
用途別最終需要では産業用が全国平均の53.6%と比べて67.3%と格段に多く，他の用途はすべて
少なくなっている。これは富山県にはエネルギー多消費型の重化学工業が発達しているためと考え
られる。特に，電力においては合金鉄，非鉄金属，化学などの電力多消費型の産業が多いため，産
業用が84%と極めて高くなっている。また石油においても産業用の比率が高く，非エネルギー需要
が低くなっている。しかし， Lp G，都市かスにおいては民生用の比率が全国平均よりかなり高く
なっている。
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表－10 富山県の種類別用途別最終エネルギー需要（昭和54年度）
種 業買 5JI 産業用 運輸用 民その他用生 非ギーエ需ネ要ル 計 比率（%）
熱量 (109Kcal) 20,386 297 3,584 。24,267 
電 力 53.1 
比率（%） 84.0 1.2 14.8 0.0 100.0 
石 灰 熱量（109Kcal) 874 
。 2 。 876 
1.9 
コークス 比率（%） 99.8 0.0 0.2 0.0 100.0 
熱量（109Kcal) 9,221 4,755 3,293 1,946 19,215 
石 1由 42.1 
比率（%） 48.0 24.7 17.1 10.1 100.0 
熱量（109Kcal) 237 82 743 。 1,062 
L p G 2.3 
比率（%） 22.3 7.7 70.0 0.0 100.0 
熱量（109Kcal) 9 。 198 。 207 
都市方、ス 0.5 
比率（%） 4.3 0.0 95.7 0.0 100.0 
煉豆炭 熱量（109Kcal) 。 。 32 。 32 
木 灰
0.1 
薪
オカ、、ライト 比率（%） 0.0 o.o 100.0 0.0 100.0 
熱量（109Kcal) 30,727 5, 133 7,852 1,946 45,659 
計 100.0 
比率（%） 67.3 11.2 17.2 4.3 100.0 
2.エネルギー供給の現状
昭和54年度の富山県における一次エネルギーの総供給は，約64.3~~Kcal （石油換算で約684万kQ)
で，全国の約1.57%を占めていた。この中から主に電力として他地域に移出きれた約17.9兆Kcal（石
油換算約191万kQ）を除くならば，一次エネルギーの純供給は46.3兆Kcal（石油換算493万k.e）で，全
国の約1.13%を占めていた。
一次エネルギー供給をエネルギ一種類別に示したものが表－11である。移入の中では石油が圧倒
的に多く，次いていLp G，コークスとなっている。生産される一次エネルギーはほとんど水力によ
る電力である。その結果，一次エネルギーの総供給では石油が62.5%と最も多く，次いで水力が34.3
%, LP G，石炭等が3.2%である。それから水力，火力による電力及びナフサ，重油等石油が移出
され，一次エネルギーの純供給においては石油は71.2%に増加し，水力は24.4%に低下している。
その結果，富山県における Lp Gを含んだ石油依存度は，総供給の64.3%から純供給の73.6%に増
加し，全国平均を上回るようになる。また，富山県のエネルギー自給率は47.6%と全国平均よりは
るかに高くなっている。
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表－11 富山県の一次エネルギー供給（昭和54年度） （単位： 109Kcal)
種類別 純移入 生 産 総供給量 純移出 純供給量
水 力
22,064 11,323 。 22,064 
(34.3%) 
10,741 
(24.4%) 
石 灰
893 893 
（ぷー クス） 893 。 ( 1.4%) 。
豆炭を含む
( 1. 9%) 
40' 181 
(2) 32,986 
石 t由 40,181 。 7,195 
(62.5%) (71.2%) 
p G 
1,123 1,123 
L 1,123 。 。
( 1. 7%) ( 2 .4%) 
6 6 
天然方、ス 。 6 。
( 0.0%) ( 0.0%) 
木 灰
15 15 
薪 3 12 。
( 0.0%) ( 0.0%) 
オカ。ライト
計 42,199 22,083 64,282 17,935 46,347 
(100.0%) (100.0%) 
v 石川県のエネルギーバランス表とエネルギーの現状
石川県の昭和54年度のエネルギーバランス表を実数で示したものが表－12であり，熱量換算で示
したものが表－13である。これらに基づいて石川県のエネルギーの現状を見てみる。
1 .エネルギー需要の現状
石川県の最終エネルギー需要は昭和54年度に約26.1兆Kcal（石油換算約278万k.（！，）であり，全国の
約0.67%を占めていた。同年度の石川県の県内総生産が2.00兆円なので，石川県のエネルギー消費原
単位は13.lKcal I円である。これは全国平均の17.5Kcal I円よりかなり低く，石川県はエネルギー少
消費型の経済構造になっている。
最終エネルギー需要をエネルギ一種類別用途別に示したものが表ー14である。種類別に見ると，
石油が53.1%と最も多く，次いで電力が41.9%，それ以外が5.0%となっている。全国平均と比べる
と電力の比率が10.6%も高いのに対して，石油がほとんど同じで，都市ガスがわずかに低く，石炭・
コークス・石炭系方、スの消費はほとんど無い。
用途別最終需要では全国平均と比べて民生用の比率が約11%，運輸用の比率が約6%ほど高く，産業
一70- 北陸地域のエネルギーバランス表
表 12 昭和54年度石川県のエネルギーバランス表（実数） その 1
供
エネルギ一種別 単 位 一次エネルギー供給
純移入 生 産 計 石油精製分
電 力 104kWh 357,263 119,806 477,069 
7]( 力 104kWh 119' 806 119,806 
火 力 104kWh 
原 子 力 104kWh 
電力（除自家用火力） 104kWh 357,263 119,806 477,069 
石 灰 10 t 523 523 
煉豆炭 10 t 
コークス 10 t 30 30 
石 油
原 1由 lOkQ 
精製ガス 重油換算lOkQ
カ、、ソ ン lOkQ 39,686 39,686 
ナ フ サ lOkQ 2, 174 2, 174 
ジェット燃料 lOkQ 5,991 5,991 
灯 油 lOkQ 24,373 24,373 
軽 t由 lOkQ 22,886 22,886 
重 油 lOkQ 51,691 51,691 
その他石油製品 lOkQ 5,606 5,606 
L p G 10 t 9,532 9,532 
天然ガス 104m3 
都市カ、、ス 川元
Kcal 
木 炭 10 t 115 115 
薪 10層積m3 114 24 138 
オカ、、ライト 10 t 
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給
二次エネルギ一転換および加工用
修正計 電 力 都市方、ス 煉豆炭
477,069 31 
119,806 
31 
477,069 26 
523 ム429
487 
30 
39,686 
2, 174 ム2,174
5,991 
24,373 
22,886 
51,691 ム13
5,606 
9,532 ム987
2,502 
115 
138 
計
31 
31 
26 
ム429
487 
ム2,174 
ム13
ム987
2,502 
最終エネルギ
一供給合計
477' 101 
119 ,806 
31 
477,095 
94 
487 
30 
39,686 
5,991 
24,373 
22,886 
51,678 
5,606 
8,545 
2,502 
115 
138 
可EA
ヴd
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表－12 昭和54年度石川県のエネルギーノ〈ランス表（実数） その 2
最 終
エネルギ一種別 単 位
民生・その他
産業部門 運輸部門
部 p~ 
電 力 104kWh 262,980 8,248 175,025 
水 力 104kWh 
火 力 104kWh 
原、 子 力 104kWh 
電力（除自家用火力） 104kWh 262,980 8,248 175,020 
石 灰 10 t 60 34 
煉豆炭 10 t 314 
コークス 10 t 30 
石 t由
原 1由 lOkQ 
精製力、ス 重油換算lOkQ
カ、、ソ ン lOkQ 39,686 
ナ フ サ lOkQ 
ジェット燃料 IOkQ 5,S91 
灯 油 lOkQ 3,998 288 20,087 
軽 1由 lOkQ 5,058 12,587 5,241 
重 t由 IOkQ 39,422 259 11, 998 
その他石油製品 IOkQ 
L p G 10 t 1,518 999 6,028 
天然ガス l04fia 
都市庁ス 104% 
Kcal 
30 2,374 
木 炭 10 t 41 
薪 10層積ma 138 
ォヵー ライト 10 t 
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需 要
非エネルギー
純 移 出 過 欠 斤
計
需 要
ムロ、 計
446,253 446,253 30,848 
446,248 446,248 30,848 
94 94 
314 314 173 
30 30 
39,686 39,686 
5,991 5,991 
24,373 24,373 
22,886 22,886 
51,678 51,678 
5,606 5,606 
8,545 8,545 
2,404 2,404 98 
41 41 75 
138 138 
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表一13 昭和54年度石川県のエネルギーバランス表（熱量換算） その l
供
エネルギ一種別 一次エネルギー供給
純移入 生 産 計 石油精製分 修正計
電 力 87,529 29,353 116,882 116, 882 
7k 力 29,353 29,353 29,353 
火 力
原 子 力
電力（除自家用火力） 87,529 29,353 116,882 116 ,882 
石 炭 324 324 324 
煉豆炭
コークス 20 20 20 
石 油 151,961 151,961 151,961 
原 1由
精製方、ス
カ、、ソ ン 34, 130 34, 130 34,130 
ナ フ サ 1,870 1,870 1,870 
ジェット燃料 5,332 5,332 5,332 
灯 1由 21,692 21,692 21,692 
軽 油 21,055 21,055 21,055 
重 油 51, 174 51, 174 51,174 
その他石油製品 5,270 5,270 5,270 
L p G 11,438 11,438 11,438 
石油（除Lp G) 140,523 140,523 140,523 
天然ガス
都市ガス
木 炭 81 81 81 
薪 18 4 21 21 
オカ、、ライト
ム口、 計 239,852 29,437 269,289 269,289 
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（単位： 108Kcal)
給
二次エネルギ一転換および加工用 最終エネルギ
電 カ 都市方、ス 煉豆炭 計
一供給合計
8 8 116,890 
29,353 
8 8 8 
6 6 116,888 
ム266 ム266 58 
292 292 292 
20 
ム13 ム3,054 ム3,067 148,894 
34, 130 
ム1,870 ム1,870
5,332 
21,692 
21,055 
ム13 ム13 51,161 
5,270 
ム 1,184 ム1,184 10,254 
ム13 ム1,870 ム1,883 138,640 
2,502 2,502 2,502 
81 
21 
ム13 ム3,054 ム266 ム3,333 268,757 
6 2,502 292 2,800 
-76- 北陸地域のエネルギーバランス表
表－13 昭和54年度石川県のエネルギーバランス表（熱量換算） その 2 （単位： 108Kcal)
最 終 需 要
エネルギ一種別
民生・そ 非エネル
純移出 過欠斤
産業部門 運輸部門
の他部門
計
ギー需要
合計
電 力 64,430 2,021 42,881 109,332 109,332 7,558 
水 力
火 力
原 子 力
電力（除自家用火力） 64,430 2,021 42,880 109,331 109,331 7,557 
石 炭 37 21 58 58 
煉豆炭 188 188 188 104 
コークス 20 20 20 
石 t由 49,060 52,753 41,811 143,624 5,270 148,894 
原 油
精製方、ス
カ、、ソ ン 34, 130 34, 130 34,130 
ナ フ サ
ジェット燃料 5,332 5,332 5,332 
灯 t由 3,558 257 17,878 21,692 21,692 
軽 油 4,653 11,580 4,822 21,055 21,055 
重 1由 39,027 256 11,878 51,161 51,161 
その他石油製品 5,270 5,270 
L p G 1,822 1,198 7,234 10,254 10,254 
石油（除Lp G) 47,238 51,555 34,577 133,370 5,270 138,640 
天然ガス
都市ガス 30 2,374 2,404 2,404 98 
木 炭 29 29 29 52 
薪 21 21 21 
オ方、ライト
メ口入 計 113,578 54,774 87,324 255,676 5,270 260,946 156 7,655 
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表－14 石川県の種類別用途別最終エネルギー需要（昭和54年度）
種 要員 7.JI 産業用 運輸用 民生 非エ需ネル 計 比率（%）その他用 ギー要
熱量（109Kcal) 6,443 202 4,288 。10,933 
電 力 41.9 
比率（%） 58.9 1.8 39.2 0.0 100.0 
石 炭 熱量（109Kcal) 6 
。 2 。 8 
0.0 
コークス 比率（%） 73.1 0.0 26.9 0.0 100.0 
熱量（109Kcal) 4,724 5,155 3,458 527 13,864 
石 ？由 53.1 
比率（%） 34.1 37.2 24.9 3.8 100.0 
熱量（109Kcal) 182 120 723 。 1,025 
L p G 3.9 
比率（%） 17.8 11. 7 70.5 0.0 100.0 
熱量（109Kcal) 3 。 237 。 240 
都市カ、、ス 0.9 
比率（%） 1.3 0.0 98.8 0.0 100.0 
煉豆炭 熱量（109Kcal) 。 。 24 。 24 
木 灰
0.1 
薪
オカ。ライト 比率（%） 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 
熱量（109Kcal) 11,358 5,477 8,732 527 26,095 
言十 100.0 
比率（%） 43.5 21.0 33.5 2.0 100.0 
表－15 石川県の一次エネルギー供給（昭和54年度） （単位： 109Kcal)
種類別 純移入 生 産 総供給量 純移出 純供給量
水 力 。 2,935 2,935 。 2,935 
(10.9%) (10.9%) 
石 1天 34 24 
（コークス ） 34 。 ( 0.1%) 10 ( 0 .1%) 
煉豆炭を含む
(2) 。 22,805 。 22,805 石 1由 22,805 (84.7%) (84. 7%) 
L p G 1,144 。 1,144 。 1,144 ( 4.2%) ( 4.3%) 
木 炭
10 5 
薪 2 8 
( 0.0%) 
5 
( 0.0%) オカザライト
計 23,985 2,944 26,929 16 26,913 (100.0%) (100.0%) 
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表－16 昭和54年度福井県のエネルギーノ〈ランス表（実数） その 1
供
エネルギ一種別 単 位 一次エネルギー供給
純移入 生 産 計 石油精製分
電 力 104kWh 2,420,473 2,420,473 
水 力 104kWh 171,198 171,198 
火 力 104kWh 
原 子 力 104kWh 2,249,275 2,249,275 
電力（除自家用火力） 104kWh 2,420,473 2,420,473 
石 炭 10 t 173 173 
煉豆炭 10 t 208 208 
コークス 10 t 
石 t由
原 t由 lOkQ 9,973 9,973 
精製ガス 重油換算lOkQ
カ、、ソ ン lOkQ 29,002 29,002 
ナ フ サ lOkQ 186 186 
ジェット燃料 lOkQ 
士丁 油 lOkQ 16,990 16,990 
軽 油 lOkQ 18,517 18,517 
重 油 lOkQ 146,962 146,962 
その他石油製品 lOkQ 5,641 5,641 
L p G 10 t 8,999 8,999 
天然ガス 104m3 
都市ガス 1明
Kcal 
木 灰 10 t 57 57 
薪 10層積m3 181 181 
オカ、、ライト 10 t 56 56 
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高合
二次エネルギ一転換および加工用
修正計 電 力 都市ガス 煉豆炭
2,420,473 393,145 
171,198 
393,145 
2,249,275 
2,420,473 376,775 
173 
208 
9,973 ム9,973
29,002 
186 ム186
16,990 
18,517 ム71
146,962 ム79,220
5,641 
8,999 ム1,136
1,394 
57 
181 
56 
計
393,145 
393,145 
376,775 
ム9,973
ム186
ム71
ム79,220
ム1,136
1,394 
最終エネルギ
一供給合計
2,813,618 
171,198 
393, 145 
2,249,275 
2,797,248 
173 
208 
29,002 
16,990 
18,446 
67,742 
5,641 
7,863 
1,394 
57 
181 
56 
Qd 
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表－16 昭和54年度福井県のエネルギーバランス表（実数） その 2
最 終
エネルギ一種別 単 位 民生・その他
産業部門 運輸部門
部 r~ 
電 力 104kWh 263,866 12,280 118, 206 
水 力 104kWh 
火 力 104kWh 
原 子 力 104kWh 
電力（除自家用火力） 104kWh 249,366 12,280 118,206 
石 炭 10 t 150 23 
煉豆炭 10 t 208 
コークス 10 t 
石 1由
原 油 lOkQ 
精製ガス 重油換算lOkQ
ガソ ン lOkQ 29,002 
ナ フ サ lOkQ 
ジェット燃料 lOkQ 
灯 油 lOkQ 1,780 607 14,602 
軽 t由 lOkQ 3,725 10,851 3,870 
重 1由 lOkQ 58,627 692 8,423 
その他石油製品 lOkQ 
L p G 10 t 2,306 615 4,942 
天然ガス 104m' 
都市方、ス 104% 10 1,310 
Kcal 
木 灰 lOt 27 
薪 10層積m' 91 
オカ、、ライト 10 t 56 
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需 要
非エネルギー 高も 移 出 過 欠 斤
計
需 要
ムロ、 計
394,352 394,352 2,392,006 27,260 
379,852 379,852 2,392,006 25,390 
173 173 
208 208 
29,002 29,002 
16,990 16,990 
18,446 18,446 
67,742 67,742 
5,641 5,641 
7,863 7,863 
1,320 1,320 74 
27 27 30 
91 91 90 
56 56 
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表－17 昭和54年度福井県のエネルギーバランス表（熱量換算） その 1
供
エネルギ一種別 一次エネルギー供給
純移入 生 産 計 石油精製分 修正計
電 力 593,016 593,016 593,016 
水 力 41,944 41,944 41,944 
火 力
原 子 力 551,072 551,072 551,072 
電力（除自家用火力） 593,016 593,016 593,016 
石 炭 107 107 107 
煉豆炭 125 125 125 
コークス
石 t由 228,227 228,227 228,227 
原 油 9,374 9,374 9,374 
精製ガス
カ、、ソ ン 24,941 24,941 24,941 
ナ フ サ 160 160 160 
ジェット燃料
灯 t由 15,121 15,121 15,121 
軽 t由 17,036 17,036 17,036 
重 油 145,493 145,493 145,493 
その他石油製品 5,303 5,303 5,303 
L p G 10,799 10,799 10, 799 
石油（除Lp G) 217,428 217,428 217,428 
天然ガス
都市ガス
木 灰 40 40 40 
薪 28 28 28 
オ方、ライト 26 26 26 
メロ入 計 228,458 593, 110 821,568 821,568 
電 カ
96,320 
96,320 
92,310 
ム87,868
ム9,374
ム65
ム78,428
ム87,868
（ム川68
92 310 
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車合
二次エネルギ一転換および加工用
都市方、ス
ム1,523
ム160
ム1,363
ム160
1,394 
（ム1,523
1 394 
煉豆一炭 計
96,320 
96,320 
92,310 
ム89,391
ム9,374
ム160
ム65
ム78,428
ム1,363
ム88,028
1,394 
（ム8939 
93 703 
（単位： 108Kcal)
最終エネルギ
ー供給合計
689,336 
41,944 
96,320 
551,072 
685,326 
107 
125 
138,836 
24,941 
15,121 
16,971 
67,065 
5,303 
9,436 
129,400 
1,394 
40 
28 
26 
825,881 
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表－17 昭和54年度福井県のエネルギーバランス表（熱量換算） その 2 （単位： 108Kcal)
最 終 需 要
エネルギ一種別 民生・そ 非エネル
純移出 過欠斤
産業部門 運輸部門
の他部門
計
ギー需要
合計
電 力 64,647 3,008 28,961 96,616 96,616 586,041 6,679 
水 力
火 力
原 子 力
電力（除自家用火力） 61,095 3,008 28,961 93,064 93,064 586,041 6,221 
石 灰 93 14 107 107 
煉豆炭 125 125 125 
コークス
石 1由 65,820 36,889 30,825 133,534 5,303 138,836 
原 t由
精製方、ス
カ、、ソ ン 24,941 24,941 24,941 
ナ フ サ ． 
ジェット燃料
灯 t由 1,585 540 12,996 15,121 15,121 
軽 t由 3,427 9,983 3,561 16,971 16,971 
重 油 58,041 686 8,338 67,065 67,065 
その他石油製品 5,303 5,303 
L p G 2,767 738 5,930 9,436 9,436 
石油（除LPG) 63,053 36,150 24,895 124,098 5,303 129,400 
天然ガス
都市カ、、ス 10 1,310 1,320 1,320 74 
木 灰 19 19 19 21 
薪 14 14 14 14 
オカ、、ライト 26 26 26 
1口入 計 127,018 39,897 61,293 228,208 5,303 233,510 586,076 6,294 
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用，非エネルギー需要はずっと少なくなっている。これは石川県では第 2次産業の比率が低く，第
3次産業の比率が高い産業構造になっているためと考えられる。用途別需要をエネルギ一種類毎に全
国平均と比べてみても，石川県の民生用は電力，石油， Lp G，，都市カ、スにおいて，運輸用は石油において
かなり高くなっている。それに対して産業用は主要なエネルギーにおいてすべて低くなっている。
非エネルギー需要も石油化学工場が無いため非常に少ない。
2.エネルギー供給の現状
昭和54年度の石川県における一次エネルギーの総供給は約26.9兆Kcal(石油換算で、約286ke）で，全
国の約0.66%を占めていた。石川県は北陸の他の 2県と違ってエネルギーをほとんど移出しないの
で，一次エネルギーの純供給も総供給とほとんど同じである。
一次エネルギー供給をエネルギ一種類別に示したものが表－15である。移入の中では電力を含む
石油が非常に多く，次いでLp Gとなっている。生産される一次エネルギーはほとんど水力による
電力である。そして，一次エネルギーの供給では移入された電力を含む石油が84.7%と圧倒的に多
く，水力が10.9%, LP Gが4.2%となっている。その結果，石川県における Lp Gを含んだ石油依
存度は89%と極めて高く，非常に脆弱なエネルギー供給構造を持っている。そして，石川県のエネ
ルギー自給率は10.9%と全国平均より低くなっている。
VI 福井県のエネルギーバランス表とエネルギーの現状
福井県の昭和54年度のエネルギーバランス表を実数で示したものが表－16であり，熱量換算で示
したものが表－17である。これらに基づいて福井県のエネルギーの現状を見てみる。
1 .エネルギー需要の現状
福井県の最終エネルギー需要は昭和54年度に約23.4兆Kcal（石油換算約248万kQ）であり，全国の
約0.60%を占めていた。同年度の福井県の県内総生産が1.48兆円なので，福井県のエネルギー消費原
単位は15.8KcalI円である。これは全国平均の17.5Kcal I円より低く，福井県はわずかにエネルキー
少消費型の経済構造になっている。
最終エネルギー需要をエネルギ一種類別用途別に示したものが表ー18である。種類別に見ると，
石油が55.4%と最も多く，次いで電力が39.9%，それ以外が4.7%となっている。全国平均と比較す
るならば，電力の比率が8.6%，石油が3.2%ほど高いのに対して，都市ガスが低く，石炭・コーク
ス・石炭系ガスの消費がほとんどない。
次に，用途別需要を見ると，全国平均と比べて民生用の比率が3.4%，運輸用の比率が2.5%ほど
高く，非エネルギー需要が少ないけれども，北陸3県の中では最も全国平均に近い比率となってい
る。用途別需要の比率をエネルギ一種類毎に全国平均と比較すると，産業用は電力，石油において
高く，民生用は石油， Lp G，都市方、スにおいて高く，運輸用は石油において高くなっている。
2.エネルギー供給の現状
昭和54年度の福井県における一次エネルギーの総供給は，約82.2兆Kcal（石油換算で約874万kQ)
で，全国の約2.01%を占めていた。この中から電力として他地域に移出された約58.6兆Kcal（石油
換算約623万kQ）が多いので，一次エネルギーの純供給は23.5兆Kcal（石油換算251万kQ）と大巾に減
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表－18 福井県の種類別用途別最終エネルギー需要（昭和54年度）
種 業真 思リ 産業用 運輸用 民生 非ギーエ需ネ要ル 言十 比率（%）その他用
熱量（109Kcal) 6, 109 301 2,896 。 9,306 
電 力 39.9 
比率（%） 65.6 3.2 31.0 0.0 100.0 
石 炭 熱量（109Kcal) 9 
。 1 。 11 
コークス
0.0 
比率（%） 86.9 0.0 13.1 0.0 100.0 
熱量（109Kcal) 6,305 3,615 2,489 530 12,940 
石 油 55.4 
比率（%） 48.7 27.9 19.2 4.1 100.0 
熱量（109Kcal) 277 74 593 。 944 
L p G 4.0 
比率（%） 29.3 7.8 62.8 0.0 100.0 
熱量（109Kcal) 1 。 131 。 132 
都市方、ス 0.6 
比率（%） 0.8 0.0 99.2 0.0 100.0 
煉豆炭 熱量（109Kcal) 。 。 18 。 18 
木 炭 0 .1薪
オカ、、ライト 比率（%） 0.0 0.0 100.0 。 100.0 
熱量 (109Kcal) 12,702 3,990 6, 129 530 23,351 
計 100.0 
比率（%） 54.4 17.1 26.2 2.3 100.0 
表－19 福井県の一次エネルギー供給（昭和54年度） （単位： 109Kcal)
種類別 純移入 生 産 総供給量 純移出 純供給量
水 力 。 4, 194 4, 194 1,237 2,957 ( 5.1%) ( 12.6%) 
原子力 。 55,107 55,107 51,514 3,593 (67.1%) (15.3%) 
石 炭 23 23 
（コークス ） 23 。 ( 0.0%) 。 ( 0.1%) 
煉豆炭を含む
石 t由 21,743 。 21,743 (2) 15,890 (26.5%) 5,853 (67 .5%) 
L p G 1,080 。 1,080 。 1,080 ( 1.3%) ( 4.6%) 
木 灰 9 6 薪 。 9 ( 0 .0%) 3 ( 0.0%) オカ、、ライト
計 22,846 59 ,311 82,157 58,608 23,549 (lo .0%) (100.0%) 
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少し，全国の約0.58%を占めているに過ぎない。
一次エネルギー供給をエネルギ一種類別に示したものが表－19である。移入の中では石油が極め
て多く，次いでLp Gとなっている。生産される一次エネルギーでは原子力が圧倒的に多い。これ
は若狭地区が日本の一大原子力発電地域となっているためである。次いで水力が多くなっている。
その結果，総供給では原子力が67.1%と最も多く，次いで石油が26.5%，水力が5.1%,LPGが1.3 
%となっている。しかし，原子力のほとんど，火力の約半分，水力の一部が電力として移出きれてい
るので，純供給においては石油が67.5%と最も多く，次いてい原子力が15.3%，水力が12.6%, LP 
Gが4.6%となっている。
そのため，福井県における Lp Gを含んだ石油依存度は総供給の27.8%から純供給の72.1%に大
巾に上昇している。また，福井県のエネルギー自給率は252%と極めて高い。
VI エネルギーバランス衰の推計方法
1 .電力
(1) 生産一一発電電力量（発電端）
① 水力 ② 原子力
(2) 転換
① 火力発電電力量（発電端）
② 発電用燃料使用量
① 原油 ① ナフサ ⑪軽油 ⑪重油
(3) 最終需要一一使用電力量（需要端）
① 民生用
電燈＋業務用電力＋深夜電力（温水器）
② 運輸用
大口電力の国鉄，私鉄
③ 産業用
上記以外のもの
(4) 移出入
① 他地域における北陸電力の発電電力量と電力使用量との差
② 北陸地域における北陸電力以外の発電電力量と電力使用量との差
③ 融通電力
注 1 自家用火力発電（共同火力を除く）に用いられた石油と他の用途に用いられた石油を区別す
ることが困難なので，自家用火力を最終エネルギー需要の電力の中から除き，自家用火力に用
いられた石油を最終エネルギー需要の石油の中に含めている。
注2 火力発電により熱量が増加しているのは，総合エネルギ一統計のエネルギー換算率が現実の
値を反映していないためと考えられる。
注3 移出量は発電端，移入量は受電端あるいは需要端における電力量を用いている。
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注4 ロス（過欠斤）の中には発変電所内電力，送電中のロス，統計上の不突合等が含まれている。
注5 電力ロスは発生した場所を特定化することが困難なので，各県の電力ロスを推計する際には
北陸全体のロスを各県の電力消費量に比例して配分している。
〔使用資料〕
電力需給の概要（資源エネルギー庁）
北陸の電気と工業（名古屋通産局富山支局）
北陸電力資料
関西電力資料
2刷石 油
(1）移出入
①原油
移入量＝精製用原油処理量＋発電用原油使用量
② 石油製品
移入量（移出量）＝発電用使用量＋都市方、ス用使用量＋最終消費量一精製石油製品量
(2) 石油精製分
(3) 転換
① 発電用燃料一一原油，ナフサ，軽油，重油
② 都市方、ス用原料一一一ナフサ
(4) 最終需要
① 産業用
農林水産業向＋鉱業向＋建設業向＋製造業向＋発電用と都市方、ス用を除いた電気・カ、、ス・水
道・熱供給業向
② 運輸用
運輸通信業向
③ 民生用
その他
④ 非エネルギー用
①石油化学原料用のナフサ
①潤滑油，アスフアルト，グリース，パラフィン等燃料油以外の石油製品
注1 石油精製により熱量が増加しているのは，精製の際水素を添加しているのに，それが計算に
入っていないためか，あるいは総合エネルギ一統計のエネルギー換算率が現実の値を反映して
いないためと考えられる。
注2 石油精製用の精製方、ス及び重油は産業用需要に入れられている。
注3 発電用及び都市方、ス用石油製品の数量は石油製品販売量ではなく，発電用燃料使用量及び都
市カゃス用原料使用量を用いている。
〔使用資料〕
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石油業界の推移（石油連盟）
日本石油金沢支店資料
日本海石油資料
3. ガスイ本エネルギー
転換
都市カ、、ス生産量
天然ガスLPG, 原料使用量一一ナフサ，
産業用一一工業用
都市ガス
① 
① 
① 
② 最終需要
① 
① 
(1) 
その他民生用一一家庭用，商業用，
LPG (2) 
移入① 
移入量＝都市ガス用使用量十最終消費量一生産量（精製分）
転換一一都市方、ス原料用
最終需要
産業用一一工業用
運輸用一一自動車用
????
???
民生用一一家庭・業務用
天然ガス(3) 
生産① 
② 転換一一都市ガス原料用
都市ガスにおける自家消費は産業用の中に入れられている。在 1
都市方、スの過欠斤の中には輸送中のロス，統計上の不突合等が含まれる。圧2
天然ガスの数値はそれらの販売量ではなく，都市方、ス燃料消費LPG, 都市庁、ス用ナフサ，圧3
量を用いている。
LP Gは簡易力、スを含む。圧4
富山県の天然方、スはカロリー量が少なく， 8,500 Kcal/ m3で、ある。圧5
それを年度デLP G及ぴ福井県の都市ガスのデータは年データ（ 1～12月）であったので，圧6
ータ（ 4～ 3月）に変換して推計している。
〔使用資料〕
ガス事業統計年報（資源エネルギー庁）
名古屋通産局富山支局資料
大阪通産局ガス事業課資料
富山県環境整備課資料
福井県企画調整課資料
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日本海ガス資料
4.石炭・コークス
(1) 石炭
①移入
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移入量＝煉炭用使用量＋最終消費量
② 転換一一煉炭用原料
全国の煉豆炭用石炭使用量
石炭使用量＝煉炭生産量×
全国の煉豆炭生産量
③最終需要
① 産業用一一一多消費企業の消費量の積上値
① 民生用
消費量＝北陸の 1世帯当たり年間購入数量×世帯数
(2) コークス
①移入
移入量＝最終消費量
② 最終需要
産業用一一多消費企業の消費量の積上値
注 1 産業用石炭及びコークスの最終消費量は問い合わせによる多消費企業の積上値なので，実際
にはこれより多い可能性が高い。
注 2 世帯数は昭和54年 3月末と55年 3月末との平均を採用している。
〔使用資料〕
特用林産物需給表（林野庁）
総合エネルギ一統計（資源エネルギー庁）
家計調査年報（総理府統計局）
住民基本台帳にもとづく人口，世帯数表（自治省）
北陸電力資料
5. ローカルエネルギー
(1) 煉豆炭
①移出入
移入量（移出量）＝消費量一生産量
② 転換
①煉炭生産量
① 原料使用量一一一石炭
③ 最終需要
民生用一一民生用石炭消費量の推計方法と同じ
(2) 木炭
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??
?
? ?
?
①移出入
移入量（移出量）＝消費量一生産量
② 生産一一木炭生産量
③ 最終需要
民生用一一民生用石炭消費量の推計方法と同じ
(3）薪
① 移出入
移入量（移出量）＝消費量一生産量
② 生産一一薪生産量
③ 最終需要
北陸1世帯当たり薪への年間支出金額 北陸の世帯数
消費量＝全国の薪消費量×
全国 1世帯当たり薪への年間支出金額 全国の世帯数
(4) オ7ゲライト
①生産一一一オガライト生産量
② 最終需要
民生用消費量＝生産量
注1 煉豆炭製造により熱量が増加しているのは，製造の際木炭，コークス等を加えているのに，そ
れが計算に入っていないためと考えられる。
注2 煉豆炭，木炭，薪の消費量は家計調査年報における北陸のl世帯当たり年間購入数量（あるいは支
出金額）を基にして推計されているけれども，この調査は主として都市部を対象にしているため，こ
れらの消費量は過小評価されている可能性がある。なお，煉豆炭の消費量の中には家計調査年報にお
ける他の粉炭加工品が含まれている。
注3 オガライトの消費量は不明なので，生産量と同じとみなす。
〔使用資料〕
特用林産物需給表（林野庁）
家計調査年報（総理府統計局）
住民基本台帳にもとづく人口，世帯数表（自治省）
総合エネルギ一統計（資源エネルギー庁）
注
(1) 富山，石川，福井3県「県民所得報告書J，資源エネルギー庁「総合エネルギ一統計J，経済企画庁「国
民所得統計年報」より計算。
(2) 水力あるいは原子力とはっきりわかっていない電力の純移出（入）量（電力移出量一電力移入量）をこ
こでは石油火力によって発電されたものと見なして，水力や原子力ではなく石油の純移出（入）の中に入
れている。従って，この電力の純移入量は石油の総供給量の中に入札純移出量は石油の純供給量の中
から除かれる。
(3) 全国の数値は資源エネルギー庁「総合エネルギ一統計Jより計算。
(4) 電気事業連合会「電気事業便覧」より。
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